
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デイサービス（通所介護） 

■利用対象 

原則として満 65 歳以上の 

要介護１～要介護５ 

の認定を受けている人。 

■利用定員 

３０名（※日曜日は２０名） 

■営業日 

年中無休 ３６５日 

■サービス提供時間 

０９：１５～１６：４５ 

 

タイムスケジュール(一日の流れ) 

 

送迎（ご自宅までお迎え） 

０９：１５ 朝の会 

バイタルチェック 

ラジオ体操 

１０：００ 入浴開始 

レクレーション・機能訓練 

談話・嚥下体操 

１２：００ 昼食・口腔ケア 

自由時間・趣味活動 

１４：００ 体操・レクレーション 

１５：００ おやつ 

リハビリ・認知症予防 

１６：４５ 帰りの会 

送迎（ご自宅へお送り） 

有料老人ホーム（住宅型） 

■入居対象 

原則として満 65 歳以上の 

要介護１～要介護５ 

の認定を受けている人。 

■居室タイプ 

A 個室タイプ （13.76 ㎡） 

B 夫婦タイプ （27.82 ㎡） 

■入居定員 

２８名 

有 料 老 人 ホ ー ム 

■居室内設備 

 

介護ベット 

室内トイレ 

ナースコール 

冷暖房 

洗面所 

照明 

カーテン   

デ イ サ ー ビ ス 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 利用料金 

デイサービス利用参考例 

 

 

 

 

 

 

 

 

有料老人ホーム日数別参考例 

 

 

 

 

 

 

 

入居及びデイサービス利用  Ａタイプ（13.76 ㎡ ・ 8.3 畳）   

 

入 居 費 

＋ 

 介護保険自己負担

金 

＝ 

合     計 

\100,000 要介護 １ \16,692 \116,692 
家 賃 \45,000  要介護 ２ \19,616 \119,616 
食 費 \36,000  要介護 ３ \26,931 \126,931 
管理費 \19,000  要介護 ４ \30,806 \130,806 

１ヶ月（３０日計算） 要介護 ５ \36,065 \136,065 

※目安となる介護保険１割負担を含む料金。 

※要支援の方は、生活援助費として 月々50,000 円が別途必要となります。 

※生活保護受給中の方は、別途 ご相談下さい。 

 

１．入居費には、家賃、食費、水道光熱費、事務・管理費、共用施設の維持管理費等を含みます。 

２．介護保険給付金の本人１割負担額は、平成 27 年 4月１日現在の金額で算出しています。 

３．介護保険法改正等により負担金額が変動する場合があります。 

４．ベット等､介護用品のレンタル､おむつ代､理美容代､レクレーション費用等のサービスは､実費ご負担となります｡ 

５．医療が必要な方は、医療費は別途必要となります。 

 

 

 介護保険利用限度額 
介 護 保 険 自 己 負 担 

利 用 料 金 入居時 入 浴 

要介護 １ 16,692 単位 (月) 656 円 (日）   

-94 円 

(日) 

50 円 

(回) 

要介護 ２ 19,616 単位 (月) 775 円 (日）   

要介護 ３ 26,931 単位 (月) 898 円 (日）   

要介護 ４ 30,806 単位 (月) 1,021 円 (日）   

要介護 ５ 36,065 単位 (月) 1,144 円 (日）   

 １日（日割り） ３０日の場合 ３１日の場合 

① 入居費 ￥1,500 ￥45,000 ￥46,500 

② 食○費 ￥1,200 ￥36,000 ￥37,200 

③ 管理費 ￥633 ￥19,000 ￥19,633 

合計①＋②＋③ ￥3,333 ￥100,000 ￥103,333 

有料老人ホーム・デイサービス『かわそえ』の取り組み 

デイサービスでは、ひとりひとりを尊重した個別のケアを実施します。 

お一人おひとりとのコミュニケーションを大切にし、暖かいケアと笑顔をお届けするための

工夫を常にスタッフ同士で話し合い実践しています。 

有料老人ホームに入居するメリットは、総合的、一元的、効率的にサービスを提供できるこ

とです。 

介護が必要な高齢者は、有料老人ホームで生活ニーズの大半をフォローできるようになり、

円滑なサービスの利用が可能となります。 

また、サービス優先のアプローチから高齢者のニーズ優先のアプローチへの転換を実施して

います。 

提供できるサービスをあてがうというサービスではなく、ケアスタッフなどの従業員が高齢

者のニーズを敏感に掴むという姿勢でお世話させていただきます。 


